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ポール・ハリソンは、「女身往生」の可否を論点とした論文冒頭で、台湾人尼僧が「極楽に女
として再生できず、まず男に変わらなければならないというのは本当ですか」との問いに対し
て「浄土では男性と女性のあいだに区別はなく、そこに再生した人は男でも女でもないので
す」と答えたエピソードを紹介している。ハリソンは中国浄土教の伝統と古典テクスト（浄土
経典の解釈）との乖離を指摘しているのだが、台湾人尼僧の問いは 「浄土におけるLGBTQ＋の

存在」という視座に関しても示唆をあたえるものである。そこで本研究会では女人往生および
女身往生という課題について、中国・新羅における当時の仏教者が女性をどのように位置づけ
ていたのかを考察し、浄土教思想が性の多様性をどのように受け止めうるか検討する。
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